
当院のホームページ上で動画をUPします

視聴の際のご不明点は
左記電話番号へ
お問合せください。

公開日以降に、ホームページ上で
動画を自由に見ることができます。

※Wi-Fiでの視聴をおすすめしております。

ふれあい東戸塚ホスピタル
☎045-827-2637（代表）
横浜市戸塚区上品濃16ｰ８

お問合せ

　「脳梗塞」は発症後、体にさまざまな障
害が残りますが、早期にリハビリテーション
を行なうことで、以前のような日常生活を取
り戻すことができるようになります。では、ど
のようなリハビリテーションがよいのでしょう
か？担当医師がわかりやすく説明します。

脳梗塞になってしまったら

   We b   Ｗｅｂ
 医学講座

視聴フリー視聴フリーお好きな場所・時間に、何度でも！

４月28日（木）から公 開

講 師
ふれあい東戸塚ホスピタル
       　　　　  脳神経外科 　山本 征夫 医師

会場入場またはオンライン視聴でご参加を

会場周辺の地図→

オンライン視聴は
当院ホームページから
事前にお申込みください。

会場入場は事前予約・１０名さまです。

大通り公園

地下鉄 関内駅
横浜

スタジアム

首都高速

横浜公園

関内駅

ふれあい
横浜

ホスピタル
地下鉄
伊勢佐木
長者町駅

ふれあい横浜ホスピタル
☎045-681-5101（代表）
横浜市中区万代町２ｰ３ｰ３

お問合せ・ご予約

　腰の痛みは多くの方が抱える問題です
が、自己流の対策を行なっている方が多い
ようです。しかし、それで本当に腰の負担を
減らせていますか？日々の生活の中ででき
る「腰の負担軽減」について、当院の理学
療法士がわかりやすくお伝えします。

腰痛と生活習慣 ～あなたの腰痛対策、合っていますか？～

参加無料参加無料
医学講座

会場：ふれあい横浜ホスピタル ２階 会議室

オンラインで
自宅視聴も！

４月26日（火）
14：00から

日 時 講 師
ふれあい横浜ホスピタル  
熊澤 大樹 理学療法士

特別優待など
各種サービスが
受けられます

検索ふれあい健康友の会

健康友の会

入会 年会費 無料

　
「
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
で
は
、
総

合
診
療
内
科
で
、
肥
満
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
に
関
す
る
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

積
が
過
剰
と
判
断
さ
れ
、
こ
れ
に

加
え
て
、
高
血
糖
・
高
血
圧
・
脂

質
異
常
の
う
ち
、
２
つ
以
上
を
併

せ
も
っ
た
状
態
が
「
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
で
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

は
、
２
型
糖
尿
病
や
、
心
血
管
疾

患
の
発
病
リ
ス
ク
が
高
ま
る
だ
け

で
な
く
、死
亡
率
も
上
が
り
ま
す
。

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
の
原
因
に

も
な
り
ま
す
。

相
談
は
「
総
合
診
療
内
科
」
へ

　

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

で
は
、
肥
満
や
生
活
習
慣
病
に
関

す
る
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
同

院
の
院
長
・
織
本
健
司
医
師
は
、

次
の
よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。

　
「
Ｂ
Ｍ
Ｉ
や
お
腹
周
り
の
サ
イ

ズ
が
基
準
値
を
超
え
、
さ
ら
に
高

血
圧
な
ど
が
心
配
な
方
は
、
当
院

体
力
の
衰
え
に
加
え
て
負
担
増

　

誰
で
も
、
年
齢
と
と
も
に
、
筋

肉
量
や
骨
量
が
減
り
、
体
を
支
え

る
力
が
弱
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
に

肥
満
が
加
わ
る
と
、
体
に
大
き
な

負
荷
が
か
か
り
、
病
気
や
け
が
を

起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
骨
や

関
節
の
負
担
は
、
腰
痛
な
ど
の
関

節
障
害
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
高

尿
酸
血
症
か
ら
痛
風
を
招
い
た

り
、
脂
肪
肝
や
膵
炎
が
進
行
し
、

が
ん
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

の
『
総
合
診
療
内
科
』
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

当
院
に
は
キ
ャ
リ
ア
あ
る
医
師

が
そ
ろ
い
、
受
診
者
さ
ま
の
お
話

を
親
身
に
お
聞
き
し
、
適
切
な
診

療
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
」。

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

〈
総
合
診
療
内
科
〉

   

月
〜
土
曜
日
の
各
午
前
・
午
後

☎
０
４
５・８
２
７・２
６
３
７

横
浜
市
戸
塚
区
上
品
濃
16
の
８

JR
東
戸
塚
駅
西
口
か
ら
病
院
直
通

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
５
分

は
「
肥
満
」
と
さ
れ
、
度
合
い
に

よ
っ
て
４
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

食
生
活
の
乱
れ
や
運
動
不
足
、

ス
ト
レ
ス
、

生
活
環
境
の

変
化
に
よ
る

自
律
神
経
の

乱
れ
な
ど
、

肥
満
の
原
因

は
人
に
よ
っ

て
異
な
り
、

遺
伝
も
影
響

し
ま
す
。

　

肥
満
に
よ
っ
て
、
心
配
さ
れ
る

の
は
、「
糖
尿
病
」「
高
血
圧
」「
脂

質
異
常
症
」
な
ど
の
生
活
習
慣
病

で
す
。
肥
満
は
、
血
液
中
の
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
を
増
や
し
、
血

管
を
傷
付
け
ま
す
。
血
液
が
詰
ま

り
や
す
く
な
る
の
で
、
動
脈
硬
化

を
引
き
起
こ
し
、
心
筋
梗
塞
や
脳

卒
中
な
ど
の
重
大
な
病
気
を
引
き

起
こ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

　

Ｂ
Ｍ
Ｉ
は
指
標
の
一
つ
で
す

が
、「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
」
か
ど
う
か
は
、
さ
ら
に
大
き

な
問
題
と
な
り
ま
す
。
腹
囲
が
、

男
性
は
85
㎝
以
上
、
女
性
で
は
90

㎝
以
上
あ
る
と
、
内
臓
脂
肪
の
蓄

　

肥
満
度
を
表
す
指
標
に
、「
Ｂ

Ｍ
Ｉ
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す

＝
左
表
参
照
。
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
25
以
上

腹囲
男性85㎝以上

女性90㎝以上

　各基準値は省略

高血糖

高血圧

脂質異常
＋

２
つ
以
上

メタボリックシンドローム
　厚労省HP参照

体重
（kg）

＝身長（m）÷
の2乗 ？

BMI

18.5　 25 30
日本肥満学会の判定基準（厚労省HPより）

35 40

普通痩せ 肥満１度　肥満2度　肥満3度　肥満4度

ＢＭＩ Ｂｏｄｙ  Ｍａｓｓ Ｉｎｄｅｘ

ふれあい東戸塚ホスピタル
総合診療内科

織本 健司 院長

肥
満
か
ど
う
か
す
ぐ
に
判
別
「
Ｂ
Ｍ
Ｉ
」指
数

血
管
を
傷
付
け
る「
肥
満
」は
早
期
改
善
を
！

取
材
協
力
／
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　

転
倒
予
防
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｐ理
学
療
法
士Ｔ
の
リ
ハ
ビ
リ
訓
練

〜
ま
ぎ
ら
わ
し
い
介
護
用
語
を
解
説
〜

「
デ
イ
」は
日
中
、施
設
に
通
っ
て
受
け
る
介
護

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
は
、「
訪
問
看
護
」
と
「
訪
問
介
護
」、「
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
」
と
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
、
似
た
よ
う
な
名
前
の
も
の
が
い

く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、今
回
は
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
と
「
デ
イ
ケ
ア
」
を
解
説
し
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
病
院
内
に
設

置
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
身
体
機
能
の
維
持
・
向
上
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
に
定
評

が
あ
り
ま
す
。
同
院
の
理
学
療
法
士
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。　
　
〈
取
材
協
力
〉

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
「
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
」
と
「
デ
イ
ケ
ア
」。
こ
の

２
つ
は
、
ど
ち
ら
も
普
段
は
自
宅

で
生
活
し
て
い
る
人
が
、
日
中
、

　
（
所
属
の
理
学
療
法
士
）「
当
院

の
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
要
介
護
も
し
く
は
要
支
援
の

認
定
を
受
け
た
方
に
対
し
、
心
身

施
設
へ
通
っ
て
、
ス
タ
ッ
フ
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
も
の
で

す
。
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
何
が
違
う

の
で
し
ょ
う
か
？

機
能
の
維
持
・
向
上
を
目
的
と
し

た
リ
ハ
ビ
リ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
週

１
～
４
日
、
お
一
人
お
ひ
と
り
に

合
わ
せ
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
当
院
で
は
、
利
用
者
さ

ま
の
送
迎
も
行
な
っ
て
お
り
、
範

囲
は
、
中
区
と
西
区
・
南
区
・
磯

子
区
の
一
部
で
す
（
そ
の
他
の
地

域
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
）」

多
彩
な
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

　
「
時
間
内（
10
時
～
16
時
）に
は
、

体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
、
利
用
者
さ
ま
に
お
楽
し
み
い

た
だ
け
る
内
容
を
織
り
交
ぜ
な
が

ら
、
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ご
希
望
者
は
、
入
浴
も
可
能

で
す
。
皆
さ
ま
が
快
適
に
お
過
ご

◇
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
…

　
　
　
　
　
　
通
所
介
護

「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」

な
ど
の
施
設
で
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
。
日
常
生
活
の
介
助

が
中
心
。
自
宅
か
ら
施
設
ま
で

の
送
迎
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
お

り
、
利
用
対
象
は
、
要
介
護
１

以
上
の
人
（
要
支
援
１
・
２
の

人
は
利
用
対
象
外
）。

◇
デ
イ
ケ
ア
…

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

ま
た
は

介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン

し
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
ス
タ
ッ

フ
が
お
迎
え
し
て
お
り
ま
す
」

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
充
実

　
「
特
に
当
院
で
は
、
近
年
増
加

し
て
い
る
転
倒
に
起
因
す
る
け
が

の
予
防
の
た
め
に
、
理
学
療
法
士

（
Ｐ
Ｔ
）
が
転
倒
対
策
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
提
供
し
、
利
用
者
さ
ま
の

Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
の
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
も
行
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

利
用
者
さ
ま
が
『
生
き
が
い
』

を
お
も
ち
に
な
ら
れ
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
当
院
の
充
実
し
た
リ
ハ

ビ
リ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
、
心

も
体
も
、
よ
り
健
康
に
、
そ
し
て

生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
く
た
め

の
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
し
ま
す
。

　

ご
利
用
や
見
学
の
ご
希
望
は
、

お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
」。

問
合
せ
／
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ

タ
ル
☎
０
４
５・６
８
１・５
１
０

１
㈹
中
区
万
代
町
２
の
３
の
３

「
病
院
」「
介
護
老
人
保
健
施
設
」

「
診
療
所
」
な
ど
の
施
設
で
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。
生
活
機

能
向
上
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
訓

練
や
、
口
腔
機
能
向
上
サ
ー
ビ

ス
な
ど
が
メ
イ
ン
。
利
用
対
象

は
、
要
支
援
１
・
２
の
人
、
ま

た
は
、
要
介
護
１
以
上
の
人
。

デ
イ
ケ
ア
で
は
専
門
療
法
も

　

ど
ち
ら
の
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て

も
、
食
事
や
排
泄
、
入
浴
な
ど
の

生
活
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
デ
イ
ケ
ア
で
は
、
身

体
機
能
の
回
復
や
維
持
に
重
点
を

お
い
て
い
る
の
で
、
医
師
の
指
示

に
基
づ
い
て
、
国
家
資
格
を
も

つ
「
理
学
療
法
士
」
や
「
作
業
療

法
士
」「
言
語
聴
覚
士
」
な
ど
が
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
う

点
で
、
専
門
性
が
高
い
と
い
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
れ
は
、サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
施
設
が
、

医
療
系
に
多
い
こ
と
か
ら
も
わ
か

り
ま
す
。

デイサービス

（通所リハビリテーション）
デイケア

自宅にこもりきりの孤立感の解消や、心身機
能の維持、家族の介護の負担軽減などが主な
目的。食事や入浴などの日常生活上の支援や
サービスなどを通して、高齢者同士の交流を
図るためのものでもある。

生活機能向上のためのリハビリ訓練
や、口腔機能向上サービスなどに
よって、自宅で可能な限り自立した
日常生活を送れるようになることが
目的。食事や入浴などの日常生活上
のサポートもある。レクリエーションの様子＝同院通所リハビリテーションにて

注・現在はマスク等の感染対策を行なっています

2022年３月
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JR横須賀線「東戸塚駅」西口から
無料シャトルバス５分
（徒歩では「東戸塚駅」西口から15分）
横浜新道「川上IC」または
「今井IC」から５分（無料駐車場あり）

電車

交通アクセス

車

【施設概要】土地・建物の権利形態：通常借家契約・自動更新条項あり（契約
期間：2037年7月9日迄）/敷地面積：6605.51m2/延床面積：
7515.79m2（うち有料老人ホーム5422.14m2：鉄筋コンクリート造・地
上7階建）/住居の権利形態：利用権方式（返還金制度あり）/開設日：2007
年10月1日/５室募集（全112室）/入居一時金：1,700万円～3,200万
円（１人）/管理費：163,429円～230,476円（１人）/食費：1日3食30日
の場合（90食分）61,920円/入居資格：65歳以上の自立または要支援・
要介護/事業主：（有）湘南ふれあいの園/広告有効期限：2022年４月30日

東戸塚 サウス 検索
０１２０-３５-２２４０フリーダイヤル

受付時間９：００～１８：００

神奈川県横浜市戸塚区
上品濃１６ｰ１５

住宅型有料老人ホーム

シニアホテルシリーズふれあいグループ

資料請求・見学・お問合せ

シニアホテル
　東戸塚サウスウイング

ご入居までの流れ 見学・入居相談 面 談 体験入居など 書類などの最終確認 ご入居生活スタート！

     JR    
「東戸塚」駅
無料シャトルバス

分

タイプA

月額利用料
（食費込）

入居一時金

２２万
  ５，３４９円～

１，７００万円～

居室
例今の充実とこれからの安心を

品濃の杜の閑静な場所に佇むホームで、
安らぎに満ちた生活を手に入れてください。
有料老人ホームだからこそ両立できる、ご
自宅でのお住まいを超える「今の充実」と
「これからの安心」。ぜひご自身の目でお確
かめください。

かなり広めな２４．８m2！

各階には「多目的ルーム」も！

ご見学・
短期ご利用
随時受付中！

医療グループに所属しているので、多くの連携
病院があり、特に「ふれあい東戸塚ホスピタル」
からは２４時間のサポートがあります。常駐の介
護士、専属の看護師、連携病院からの理学療法
士などをはじめとする専門スタッフによる充実
のサポートで、安心感ある日々が送れます。

医療グループに所属しているので、多くの連携
病院があり、特に「ふれあい東戸塚ホスピタル」
からは２４時間のサポートがあります。常駐の介
護士、専属の看護師、連携病院からの理学療法
士などをはじめとする専門スタッフによる充実
のサポートで、安心感ある日々が送れます。

理学療法士による
リハビリ体操（無料）は週３回！

３６５日２４時間の医療連携　３６５日２４時間の医療連携　

横浜新道

品濃橋
東戸塚駅

湘南医療大学

西口

ふれあい
東戸塚
ホスピタル

サウス
ウイング

シャトルバス
乗り場

シャトルバス
乗り場

電話またはメールで応募連絡後、
必要書類を郵送してください。
　    【選考】書類・面接 など
〒253-0084 
茅ヶ崎市円蔵370-20
エフ.アンド.ユアライフ３F新聞宛
☎0467（58）5678
　 fy-kouho@fureai-g.or.jp

㈲エフ.アンド.ユアライフ

応募〆切／４月15日金

正社員募集
健康生活お役立ち新聞

◇長期勤続によるキャリア形成
　のため、若年層を積極採用

資格／要普免（AT限定可）
年齢／40歳位まで
勤務予定地／茅ヶ崎市
待遇／社会保険完備、医療費補助制度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

編集・記者
未経験歓迎！意欲重視

募集職種

　

○
…
「
未
来
あ
る
子
ど
も
が
、

元
気
に
な
っ
て
退
院
し
、
ど
の
よ

う
な
人
生
を
歩
み
、
将
来
ど
の
よ

う
な
大
人
に
な
る
の
か
、
想
像
す

る
の
も
楽
し
く
、
や
り
が
い
を
感

じ
て
い
ま
す
」。
現
在
、
救
急
外

来
の
ほ
か
、
小
児
科
病
棟
を
メ

イ
ン
に
担
当
し
て
い
ま
す
。
小

児
科
は
、
生
ま
れ
て
０
日
の
新

生
児
か
ら
中
学
生
ま
で
が
対

象
。
医
師
と
し
て
、
小
児
科
の

道
を
選
ん
だ
理
由
を
「
大
人
に

は
予
想
も
つ
か
な
い
よ
う
な
こ

と
を
し
た
り
、
考
え
た
り
、
見

て
い
て
飽
き
ず
面
白
い
。
昔
か

ら
子
ど
も
が
好
き
で
、
小
児
科

に
進
み
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

○
…
こ
れ
ま
で
、
小
児
科
専

門
の
病
院
や
東
京
慈
恵
会
医
科

大
学
の
附
属
病
院
な
ど
で
経
験

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
康
心
会

汐
見
台
病
院
に
つ
い
て
、「
と
て

も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
、

ス
タ
ッ
フ
間
の
距
離
も
近
い
た

め
、
連
携
が
と
り
や
す
い
こ
と

を
感
じ
て
い
ま
す
。
大
学
病
院

な
ど
で
は
、
規
模
が
大
き
い
こ

と
か
ら
、
お
互
い
に
顔
も
名
前

も
わ
か
ら
な
い
ス
タ
ッ
フ
が
当

た
り
前
の
よ
う
に
い
ま
し
た
が
、

当
院
で
は
、
病
棟
は
も
ち
ろ
ん

検
査
室
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
も
ほ

と
ん
ど
が
顔
見
知
り
で
、
さ

ら
に
患
者
さ
ま
と
の
距
離
も
近

く
、
地
域
に
密
着
し
た
病
院
と

い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
」。　

　

○
…
病
棟
で
は
、
肺
炎
や

胃
腸
炎
な
ど
の
診
療
を
行
な
い
、

「
会
話
が
で
き
る
年
齢
だ
っ
た

ら
、『
痛
い
と
こ
ろ
な
い
？
』
な

ど
と
言
葉
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

新
生
児
や
言
葉
を
発
せ
ら
れ
な

い
乳
幼
児
で
は
、
玩
具
や
ア
ニ

メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
介
し

た
関
係
作
り
か
ら
始
め
る
こ
と

も
」
と
、
病
床
で
の
気
配
り
が

節
々
に
表
れ
ま
す
。
同
院
は
、

レ
ス
パ
イ
ト
入
院
（
家
族
の
休

息
を
目
的
と
し
た
、
難
病
や
重

度
の
障
害
を
抱
え
る
小
児
の
入

院
）
や
、
行
政
と
連
携
し
た
一

時
的
な
入
院
な
ど
、
幅
広
い
内

容
を
扱
っ
て
い
ま
す
。「
嫌
な
記

憶
を
少
し
で
も
減
ら
し
て
、
楽

し
さ
が
残
る
よ
う
な
入
院
生
活

に
な
る
よ
う
に
、
力
を
尽
く
し

た
い
」
と
、
語
り
ま
し
た
。

こ
の「
人
」に
聞
く

　
嫌
な
記
憶
が
残
ら
な
い

　
　
　
　
入
院
生
活
に
す
る
た
め
に

白坂 和美 医師
 （しらさか かずみ）　　　　

康心会汐見台病院
【小児科】

取
材
協
力
／
康
心
会
汐
見
台
病
院
・
小
児
科

コ
ロ
ナ
禍
の
制
限
活
動
が
小
児
心
理
に
影
響

「
心
の
は
ぐ
く
み
診
療
部
」で
相
談
可
能

　

康
心
会
汐
見
台
病
院
に
は
、
小

児
医
療
を
専
門
と
す
る
医
師
〈
常
勤

６
名
・
非
常
勤
９
名
／
22
年
２
月
現
在
〉
が
在

籍
し
て
い
る
「
小
児
科
」
が
あ
り
、

ぐ
く
み
診
療
部
」
の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
小

児
科
医
と
公
認
心
理
師
（
常
勤
）

の
連
携
し
た
取
り
組
み
が
行
な
わ

れ
て
い
ま
す
。
同
院
の
竹
田
知
子

公
認
心
理
師
の
お
話
を
紹
介
し
ま

す
。

　
（
竹
田
知
子
公
認
心
理
師
）「
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
が

そ
れ
ぞ
れ
抱
え
る
心
理
状
態
に

よ
っ
て
、
あ
る
一
定
の
傾
向
が
み

ら
れ
ま
す
。

　

良
い
傾
向
と
し
て
は
、
な
か
な

か
登
校
で
き
な
か
っ
た
お
子
さ
ま

が
、
分
散
登
校
に
よ
っ
て
ク
ラ
ス

人
数
が
減
り
、
登
校
し
や
す
く

な
っ
た
こ
と
や
、
授
業
や
朝
の
会

が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
な
り
、
自
分
が

参
加
で
き
る
こ
と
が
増
え
て
、
自

信
を
取
り
戻
し
て
い
く
お
子
さ
ま

が
い
る
こ
と
で
す
。

　

一
方
で
、
学
校
に
通
う
と
い
う

行
動
で
、
リ
ズ
ム
あ
る
生
活
が
送

れ
て
い
た
お
子
さ
ま
が
、
現
在
の

通
学
ス
タ
イ
ル
で
は
メ
リ
ハ
リ
が

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
連
日
、

外
来
診
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
院
の
小
児
科
の
特
徴
は
、
き

め
細
か
い
診
療
を
行
な
う
た
め

に
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
腎
疾
患
、
神

経
疾
患
、
循
環
器
疾
患
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
に
長
け
た
医
師
が

担
当
す
る
専
門
外
来
が
あ
り
、
さ

ら
に
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
心
の

成
長
を
支
援
す
る
「
心
の
は
ぐ
く

み
診
療
部
」
を
置
い
て
い
る
こ
と

で
す
。学

校
生
活
に
大
き
な
変
化

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
子
ど
も

を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化

し
て
い
る
今
、
同
院
の
「
心
の
は

な
く
、起
床
で
き
な
く
な
っ
た
り
、

頭
痛
や
吐
き
気
、
腰
痛
な
ど
を

う
っ
た
え
る
ケ
ー
ス
も
出
て
き
て

い
ま
す
。
症
状
に
よ
っ
て
は
、
学

校
に
通
え
な
く
な
る
ほ
ど
、
悪
化

し
て
し
ま
う
子
が
い
ま
す
」

体
を
動
か
す
機
会
が
減
少

　
（
同
）「
身
体
症
状
の
原
因
に
は
、

従
来
の
不
登
校
の
お
子
さ
ま
に
多

く
見
ら
れ
た
『
心
の
課
題
』
が
、

身
体
面
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
、こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
も
、

同
じ
様
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
そ
の
中
で
注
目
す
べ
き

は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
の
端
末
操
作
に
よ
る

影
響
で
す
。
体
を
大
き
く
動
か
す

こ
と
が
少
な
い
生
活
に
よ
っ
て
、

姿
勢
が
悪
く
な
り
、
肩
や
首
が

康心会汐見台病院
☎045-761-3581（代）

磯子区汐見台1-6-5

受診方法
心のはぐくみ診療部

❶「小児科」を予約
❷小児科で初診を受ける
❸小児科医と相談内容を確認
❹心理相談（心のはぐくみ診療部）へ

育児相談/発達検査/プレイセラピー/
カウンセリング/言葉や発達の遅れ/
不登校/多動傾向/不安症などの相談 

小
児
科
心
理
相
談

午前
午後

午前
午後

月 火 水 木 金 土

こ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
様
子
が
見

ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
体
を
動
か
す
機
会
が
制

限
さ
れ
て
い
る
の
で
、
子
ど
も
た

ち
は
ス
ト
レ
ス
の
発
散
が
で
き

ず
、
そ
れ
が
身
体
症
状
と
し
て
表

れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

康
心
会
汐
見
台
病
院
の
『
心
の

は
ぐ
く
み
診
療
部
』
で
は
、
小
児

科
の
医
師
と
、
公
認
心
理
師
が
連

携
し
て
、
お
子
さ
ま
の
体
と
心
の

ケ
ア
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

■
康
心
会
汐
見
台
病
院

小
児
科
・
心
の
は
ぐ
く
み
診
療
部

☎
０
４
５・７
６
１・３
５
８
１
㈹

磯
子
区
汐
見
台
１
の
６
の
５

磯
子
駅
・
屏
風
浦
駅
な
ど
か
ら
無

料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
中

康心会汐見台病院
心のはぐくみ診療部

竹田 知子  公認心理師

　

磯
子
区
に
あ
る
「
康
心
会
汐
見
台
病
院
」
の
小
児
科
で
は
、
小
児
を
対
象
と
し

た
各
種
の
専
門
外
来
（
ア
レ
ル
ギ
ー
、
内
分
泌
、
神
経
、
循
環
器
な
ど
）
の
ほ
か
、

心
理
面
を
支
援
す
る
「
心
の
は
ぐ
く
み
診
療
部
」
を
設
置
し
、
小
児
科
担
当
医
だ

け
で
な
く
、
公
認
心
理
師
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
、
地
域
の
子
ど
も

を
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

磯
子
駅

屏風浦駅

環状２号

16
汐見台小

久良岐
公園

ロイヤル
ホスト

コープ

康心会汐見台
病院 Pあり

2



め
ら
れ
る
即
戦
力
を
身
に
付
け
ら

れ
る
絶
好
の
環
境
で
す
。

　

同
校
で
は
、
年
間
を
通
し
て

「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
看
護
師
を
目
指

し
て
在
校
生
が
意
欲
的
に
学
ぶ
姿

や
、
学
校
生
活
を
手
厚
く
サ
ポ
ー

ト
す
る
教
職
員
と
触
れ
合
い
、
模

擬
授
業
な
ど
を
通
し
て
、「
茅
ヶ

崎
看
護
専
門
学
校
の
学
生
」
と
し

て
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
体
感

で
き
ま
す
。

　

同
校
の
担
当
者
は
、
次
の
よ
う

に
話
し
て
い
ま
す
。「
本
校
は
、

臨
地
実
習
を
多
く
の
卒
業
生
が
活

躍
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
病
院
で
行

な
い
、
一
年
次
か
ら
計
画
的
に
国

家
試
験
対
策
を
始
め
て
い
き
ま

す
。
学
年
担
任
＋
チ
ュ
ー
タ
ー
制

度
を
導
入
す
る
な
ど
、
学
生
一
人

ひ
と
り
を
、
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
本
校
へ
の
質

問
は
、
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ

い
。オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
、

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
」。

■
茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校

☎
０
４
６
７・８
６・６
０
１
１

　

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校
は
、
神

奈
川
県
下
最
大
級
の
医
療
グ
ル
ー

プ
で
あ
る「
ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー
プ
」

が
運
営
し
て
い
る
学
校
で
す
。

　

グ
ル
ー
プ
の
病
院
や
ク
リ
ニ
ッ

ク
、
福
祉
施
設
な
ど
に
お
け
る
医

療
現
場
の
生
の
声
を
、
ダ
イ
レ
ク

ト
に
反
映
さ
せ
な
が
ら
、「
医
療

の
今
」
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
教
育
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
看
護
師
を
目
指
す

学
生
に
と
っ
て
、
知
識
や
技
術
を

効
率
よ
く
習
得
で
き
、
臨
床
で
求

主
に
そ
の
動
作
能
力
や
適
応
能
力

の
回
復
を
図
る
た
め
、
医
師
の
指

示
の
下
で
、
手
芸
や
工
作
な
ど
を

通
じ
て
、
施
術
や
指
導
、
援
助
を

行
な
う
専
門
職
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
心
や
体
の
障

害
、
あ
る
い
は
病
気
や
事
故
な
ど

に
よ
っ
て
、
治
療
後
に
何
ら
か
の

障
害
が
残
っ
た
機
能
を
回
復
さ
せ

る
た
め
に
、
絵
画
や
陶
芸
、
木
工
、

金
工
、
手
工
芸
、
園
芸
、
織
物
、

遊
び
な
ど
を
用
い
て
、
手
先
を
訓

練
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
日
常
生
活

動
作
の
訓
練
や
、
生
活
環
境
の
改

善
指
導
も
行
な
い
ま
す
。

　

社
会
生
活
に
復
帰
さ
せ
る
た
め

の
心
理
的
な
準
備
を
通
じ
て
、
職

業
準
備
訓
練
な
ど
も
担
う
重
要
な

仕
事
で
す
。

■
茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
学
校

☎
０
４
６
７・８
８・６
６
１
１

　

茅
ヶ
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

専
門
学
校
に
は
、「
作
業
療
法
学

科
」（
４
年
課
程
・
全
日
制
）
が

あ
り
、
全
て
の
人
に
対
し
て
、
深

い
愛
情
と
思
い
や
り
を
も
つ
「
作

業
療
法
士
」を
養
成
し
て
い
ま
す
。

　
「
作
業
療
法
士
」
と
は
、
体
や

心
に
障
害
が
あ
る
人
を
対
象
に
、

〜病院で働く人①〜  

 心身のリハビリや適応動作を
　   訓練する「作業療法士」 

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校

現場の声を反映した教育  

    臨床で活きる力をもつ
　  　　看護師を養成

茅ヶ崎看護専門学校

問合せ

茅ヶ崎看護専門学校
神奈川県茅ヶ崎市今宿390
☎0467-86-6011
https://www.chigakan.ac.jp

オープンキャンパス
へ！

     一度♪
ぜひ

茅ケ崎駅
1

新
湘
南
Ｂ
Ｐ

ココ

日程は随時、
HPに掲載！

茅ヶ崎看護専門学校茅ヶ崎看護専門学校
の「強み」

学年担任＋チューター制
度を導入し、1人に対して
複数の教員がきめ細かく
サポートしていきます。

少人数制（１クラス40名）少人数制（１クラス40名）

臨地実習は、卒業生が多く在籍する
県内のグループ病院で実施するので、
ＯＢ・ＯＧが親切・丁寧に指導します。

ふれあいグループ
　　　　の全面支援
ふれあいグループ
　　　　の全面支援

1年次に基礎学力の底上げを徹底し、外部講師に
よる国家試験対策講座の開講など、習熟度に合わ
せて段階的に実施。入学前のサポートもあります！

計画的な国家試験対策計画的な国家試験対策

茅ケ崎駅
北口から

路線バス

バス停「辻
東」

徒歩５分

問合せ

茅ケ崎駅

1十間坂鳥井戸橋

ココ

南湖入口
JR

茅ケ崎駅
から

徒歩１8分

●難解な医学用語も
  わかりやすく解説
●少人数のグループ学習

●きめ細やかな指導
●弱点強化への取組み
　　　　　　　  など

病気やけがなどによって、身体的または精
神的に障害をもつ人、あるいはそれが予測
される人に対して、作業活動を用いて、より
健康的な生活が送れるように、治療指導・
援助を行なうスペシャリスト。
生きる意欲を高め、人生が輝くために必要
なリハビリ内容を考えていく視点が大切で、
これからの人生を考える援助も行なう専門
職です。｠

作業療法士とは…

理学療法学科／作業療法学科／言語聴覚学科

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校
神奈川県茅ヶ崎市南湖1-6-11
☎0467-88-6611
https://www.crc.ac.jp

療法士を
目指すなら！

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校へ!

〒

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス

０
歳
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
ご
利
用
を
！

保
険（
医
療
／
介
護
）が
適
用

コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ら
に
需
要
が
！

要
介
護
以
外
も
利
用
で
き
る「
訪
問
看
護
」

丁
寧
で
親
身
な
対
応
を
心
掛
け
て

お
り
、
利
用
者
さ
ま
か
ら
も
ご
好

評
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

退
院
後
の
生
活
に
不
安
を
抱
え

て
い
る
方
や
、
通
院
困
難
な
状
態

で
安
心
し
た
療
養
生
活
を
お
望
み

の
方
は
、
是
非
、
当
院
の
訪
問
看

護
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
」。

注
・
感
想
は
個
人
に
よ
る
も
の
で
す
。
取
材
協
力

　

訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

な
が
ら
、
同
院
で
の
外
来
受
診
も

可
能
で
す
。
内
科
系
か
ら
専
門
分

野
ま
で
、
９
つ
に
及
ぶ
診
療
科
が

そ
ろ
い
、
Ｃ
Ｔ
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
・
内
視

鏡
な
ど
の
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

塚
区
な
ど
で
療
養
生
活
を
送
っ
て

い
る
人
で
、
訪
問
看
護
を
必
要
と

し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
一
度
、

同
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
考
え
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
（
医
療

保
険
ま
た
は
介
護
保
険
が
適
用
）。

訪
問
看
護
と
通
院
の
併
用
も

　

同
院
の
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
で

は
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
、
日
常
生

活
上
の
介
護
助
言
、認
知
症
看
護
、

リ
ハ
ビ
リ
、
清
潔
援
助
、
医
療
処

置
・
管
理
、
他
機
関
と
の
連
絡
・

調
整
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

担
当
の
訪
問
看
護
師
は
、
次
の

よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。「
日
々
、

　

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

の
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
は
、
か
か

り
つ
け
医
に
よ
る
「
必
要
性
の
認

定
」
を
経
て
導
入
さ
れ
ま
す
。
戸

　

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
に
は
、「
訪
問
看
護
」
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

健
康
管
理
や
介
護
助
言
、
認
知
症
看
護
、
リ
ハ
ビ
リ
、
清
潔
援
助
な
ど
、
幅
広
い

内
容
に
対
応
し
て
お
り
、訪
問
看
護
を
利
用
し
な
が
ら
同
院
の
受
診
も
で
き
ま
す
。

訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
事
業
所
ご
と
に
特
色
が

あ
っ
た
と
し
て
も
、
扱
う
内
容
は

一
様
に
幅
広
く
、
内
科
疾
患
に
限

ら
ず
、
精
神
科
疾
患
や
脳
神
経
・

整
形
外
科
系
の
リ
ハ
ビ
リ
に
特
化

し
た
ケ
ア
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

保
険
の
違
い
に
注
意
を

　

利
用
の
際
に
注
意
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
の
は
、
年
齢
や
疾
患
に

よ
っ
て
適
用
さ
れ
る
「
保
険
」
が

異
な
る
こ
と
で
す
＝
上
表
参
照
。

　

利
用
の
検
討
に
は
、
訪
問
看
護

の
事
業
所
（
病
院
の
訪
問
看
護
部

門
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
）
や
、
主
治
医
、
担
当
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
に
相
談
し
、
自
分

が
ど
の
対
象
に
な
る
の
か
確
認
す

る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

て
い
る
人
が
、
主
治
医
に
「
訪
問

看
護
の
必
要
性
が
あ
る
」
と
認
め

ら
れ
た
場
合
に
、
０
歳
の
乳
児
か

ら
高
齢
者
ま
で
、年
齢
を
問
わ
ず
、

が
、
実
は
、
利
用
対
象
は
０
歳
か

ら
で
す
。

　

疾
病
や
障
害
な
ど
を
抱
え
、
自

宅
な
ど
で
療
養
し
な
が
ら
生
活
し

　
「
訪
問
看
護
」
の
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
、「
高
齢
じ
ゃ
な
い
と
対

象
に
な
ら
な
い
の
で
は
？
」
と

思
っ
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す

　

訪
問
看
護
と
は
、
自
宅
や
施
設
で
療
養
し
て
い
る
人
の
と
こ
ろ
に
看
護
師
が
訪

れ
て
、
必
要
な
ケ
ア
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
主
治
医
の
指
示
の
下
で
、
健

康
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
や
療
養
指
導
、
医
療
処
置
、
身
体
介
護
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

訪問看護の利用対象と保険

◆ 末期の悪性腫瘍（がん）    
◆ 筋萎縮性側索硬化症（ALS）
◆ パーキンソン病関連疾患
◆ 脊髄小脳変性症
◆ 多系統萎縮症
◆ 関節リウマチ
◆ 後縦靭帯骨化症（OPLL）
◆ 骨折をともなう骨粗鬆症
◆ 初老期における認知症
◆ 脊柱管狭窄症
◆ 早老症（ウェルナー症候群等）
◆ 糖尿病性神経障害、糖尿病性腎症、糖尿病性網膜症
◆ 脳血管疾患（脳出血、脳梗塞等）
◆ 閉鎖性動脈硬化症
◆ 慢性閉塞性肺疾患
◆ 両側の膝関節または股関節に
　　　　著しい変化をともなう変形性関節症

※16特定疾病

０
〜

39
歳

40
〜
64
歳

65
歳
以
上

● 全て

介護保険

介護保険

● 要介護認定外

● 要介護認定者

● 第２号被保険者の16特定疾病※以外、
  要介護認定外
  
● 第２号被保険者の16特定疾病※、
  要介護認定者
  

……

……

……

……

……

医療保険

医療保険

医療保険

訪問看護の利用について
疾病や障害などがあり、居宅で療養をしながら
生活をしている人で、主治医から訪問看護の必
要性を認められた人が対象。年齢等を問わず、
訪問看護を必要とする全ての人が対象となりま
すが、それぞれ利用できる保険が異なります。

利
用
対
象
者
は
幅
広
い

当院の看護師がご自宅に伺い、安心の療養生活を送れるように支援いたします。

ふれあい東戸塚ホスピタルは、地域病院です。通常の外来診療（総合診療内科/呼吸器内科/糖尿病内科/整形外科/循環器内科/脳神経内科/泌尿器科/皮膚科/腎臓・透析内科）も受けられます。

☎045-827-2637 FAX045-827-2647
 平日９：００～１6：００ ※年末年始除く 　　　　　 横浜市戸塚区上品濃16-８

リハビリテーション
清潔の援助
床ずれ予防・管理

認知症患者の看護
処方薬の管理・指導
他機関との連絡・調整
 （ケアマネジャー・公的機関ほか）

◆訪問地域…戸塚区全域および
　　　　　  周辺エリア（保土ケ谷区や旭区の一部）

医師の指示による医療処置
　（点滴・注射・カテーテル管理ほか）

脈拍・血圧などの測定
介護に関する助言 医療・介護の各保険が利用できます。

お気軽にお問合せください。
当院の訪問看護サービスの利用には、月１回の外来受診が必要です。

訪問看護サービスのご案内訪問看護サービスのご案内
ふれあい東戸塚ホスピタル

3



会場入場またはオンライン視聴でご参加を

↑会場周辺の地図

会場参加には
事前予約が必要
です（20名様まで）。
オンライン参加は、
当院ホームページで
視聴方法をご確認
ください。

ふれあい
鶴見ホスピタル

新子安駅
首
都
高
速 京急線

池
谷
戸

JR

1
シャトルバス
乗場
★

ふれあい鶴見ホスピタル
☎045-586-1717（代表）
横浜市鶴見区東寺尾４ｰ４ｰ22

お問合せ・ご予約

　「病院で測ると、どうしても血圧が高く
なってしまう。いつもはこうじゃないのに」と
思っている方、いませんか？このような場合
に、医師がどのように血圧を診ているのか
などを、当院の副院長・石井映幸医師が解
説します。是非、ご参加ください。

血圧の誤解～なぜ血圧は下げた方がよいのか～

参加無料参加無料
医学講座

会場：ふれあい鶴見ホスピタル １階 会議室

オンラインで
自宅視聴も！

4月27日（水）
13：00~14：00

日 時 講 師
ふれあい鶴見ホスピタル  

石井 映幸 副院長

アプリ「Zoom」を使ってご視聴ください

◆ミーティングID・・・・
　　　
◆パスコード・・・・・
　　　

999 6213 4688

699567 予約
不要

開始１０分前〔4/26火１４：５０〕以降
に上のQRコードからご参加を。
※事前に「Zoom」のインストールが必要です。

康心会汐見台病院
☎045-761-3581（代表）
横浜市磯子区汐見台１ｰ６ｰ５

お問合せ

　病院などの医療施設で、「CT検査」を
受けたことがありますか？体を“輪切り”のよ
うに撮影した画像を確認する検査です。こ
の検査などを担当している当院の診療放
射線技師が、CTの画像や造影CT検査に
ついて、わかりやすく説明いたします。

CT検査で分かる病気とは

オンラインオンライン
 医学講座

視聴無料視聴無料自宅で視聴・PC ⁄ スマホ ⁄タブレット用意

４月26日（火）15：00～16：00〈予定〉日 時

講 師
康心会汐見台病院
         　放射線科 　川島 史朗  診療放射線技師

ど
ん
な
種
類
の「
痛
み
」も
診
る
専
門
科
が
あ
る
！

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル

「
痛
み
」の
専
門
診
療 

ペ
イ
ン
ク
リ
ニッ
ク
外
来

毎
週
金
曜
日
午
後
　
担
当
／
川
﨑 

潤 

医
師

の
で
、
痛
み
を
消
し
た
状
態
を
長

時
間
維
持
す
る
必
要
は
な
く
、
持

続
す
る
痛
み
を
中
断
し
て
『
痛
み

の
小
休
止
』
と
な
れ
ば
、
目
的
を

達
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
」

　
︱
︱
︱
で
は
、
ど
の
よ
う
な
痛

み
で
も
、
少
し
で
も
苦
痛
を
和
ら

げ
、
普
段
の
生
活
を
取
り
戻
し
た

い
時
に
、
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
を

受
診
す
れ
ば
い
い
の
で
す
ね
。

　
「
は
い
。
痛
み
を
抱
え
続
け
て

い
て
、長
く
悩
ま
れ
て
い
る
方
は
、

ぜ
ひ
、
当
院
の
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
受
診
を
お
考
え
に
な
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
お
悩

み
に
寄
り
添
っ
て
、
し
っ
か
り
と

診
療
い
た
し
ま
す
」。 

取
材
協
力

が
ら
も
、
思
う
よ
う
に
解
決
で
き

て
い
な
い
方
な
ど
も
、
受
診
対
象

に
な
り
ま
す
」

　
︱
︱
︱
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

行
な
わ
れ
る
治
療
内
容
に
つ
い

て
、
代
表
的
な
も
の
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　
「
例
え
ば
、
強
い
痛
み
が
一
カ

月
以
上
続
い
て
い
て
、
神
経
の
変

性
や
中
枢
神
経
が
痛
み
を
覚
え
込

ん
で
し
ま
っ
て
い
る
（
中
枢
神
経

の
感
作
）
状
態
に
対
し
て
は
、
痛

み
を
瞬
時
に
取
り
除
く
治
療
で

あ
る
【
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
】
を
実
施

し
ま
す
。

　

こ
の
治
療
は
、
体
が
痛
い
と
い

う
認
識
を
忘
れ
る
た
め
に
行
な
う

　

︱
︱
︱
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
に

は
、
ど
の
よ
う
な
方
が
受
診
さ
れ

る
の
で
す
か
？

　
「
当
院
（
ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ

タ
ル
）
の
痛
み
を
専
門
的
に
診
る

診
療
科
『
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
』
で

は
、【
帯
状
疱
疹
の
後
の
痛
み
が

長
期
間
お
さ
ま
ら
な
い
】【
整
形

外
科
を
受
診
し
た
が
、
腰
痛
・
肩

痛
な
ど
が
改
善
さ
れ
な
い
】
と
い
っ

た
方
が
受
診
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

体
の
【
痛
み
】
を
う
っ
た
え
な

　

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
は
、
痛
み
を
専

門
的
に
診
る
「
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
」（
予
約
制
）

を
、
毎
週
金
曜
日
の
午
後
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

担
当
の
川
﨑
潤
医
師
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
と
は

　
「
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
」は
、「
内

科
」
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
病
院

の
中
に
あ
る
診
療
科
目
の
名
前
で

す
。「
痛
み
」を
専
門
的
に
診
断
し
、

「
交
感
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
」
な
ど
の

注
射
療
法
が
中
心
と
な
っ
て
、
痛

み
の
悪
循
環
を
な
く
し
て
平
穏
な

日
常
を
送
る
こ
と
を
目
標
と
し
た

治
療
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　

対
象
は
、
痛
み
を
と
も
な
う
全

て
の
疾
患
の
ほ
か
、
本
来
の
「
痛

み
の
機
能
」
に
由
来
す
る
痛
み
、

病
的
な
痛
み
、
心
情
と
密
接
に
関

係
す
る
痛
み
な
ど
で
す
。

ス
ト
レ
ス
が
長
く
続
く
と
、
自
律

神
経
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
交
感

神
経
の
緊
張
が
強
く
な
っ
て
、
多

く
の
部
位
で
血
液
の
循
環
障
害
を

起
こ
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
新
た

な
発
痛
物
質
が
出
現
し
、
元
々

あ
っ
た
痛
み
が
さ
ら
に
強
く
な
っ

た
り
、
他
の
部
位
に
新
し
い
痛
み

が
出
た
り
し
て
、
次
々
と
ス
ト
レ

ス
が
重
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
痛
み
の
ス
ト
レ

ス
の
蓄
積
は
、
悪
循
環
を
引
き
起

こ
し
、
時
に
は
生
活
に
支
障
を
き

た
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。
痛
み
が

長
く
続
く
と
、
日
常
が
つ
ら
い
も

の
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
「
痛
み
」
と
い
う
感
覚
は
、
人

間
が
健
康
に
生
活
し
て
い
く
上

で
、
と
て
も
重
要
な
信
号
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
信
号
に
よ
っ
て
痛

み
の
原
因
を
究
明
し
た
後
に
は
、

次
第
に
「
痛
み
」
は
、
有
害
な
ス

ト
レ
ス
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

つ
ら
さ
の
ス
パ
イ
ラ
ル

　

人
間
は
こ
の
「
痛
み
」
に
よ
る

ふれあい鶴見ホスピタル
ペインクリニック担当

川﨑 潤 医師

鶴見区東寺尾４-４-22
☎045-586-1717

岸谷

生
麦
駅

池谷戸

ふれあい鶴見
ホスピタル

1

第
二
京
浜

京
急
線

Ｊ
Ｒ

トヨペット

セブン
イレブン

ケンタッキー

バス停

腫
瘍
の
位
置
で
大
き
な
違
い

働
き
盛
り
を
襲
う
「
子
宮
筋
腫
」

 

！
無
症
状
も

康
心
会
汐
見
台
病
院
・
産
婦
人
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    
〈
取
材
協
力
〉

多
忙
な
女
性
に
「
内
視
鏡
」で“
時
短
”治
療

子
宮
筋
腫
や
卵
巣
嚢
腫
な
ど

を
使
う
手
術
も
同
様
に
、
創
部
が

小
さ
く
、
開
腹
手
術
に
比
べ
て
手

術
痕
が
目
立
ち
ま
せ
ん
。
術
後
の

痛
み
も
軽
度
に
す
み
、
１
週
間
弱

で
退
院
が
可
能
な
の
で
、
早
期
か

ら
日
常
生
活
が
の
ぞ
め
ま
す
」。

体
や
時
間
の
負
担
軽
減
へ

　
（
草
壁
医
師
）「
内
視
鏡
手
術
で

は
、
術
部
の
癒
着
が
少
な
く
、
術

後
疼
痛
や
不
妊
症
リ
ス
ク
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。
当
院
で
は
、
手
術
が

必
要
な
場
合
に
は
、
初
診
か
ら
１

カ
月
程
度
で
手
術
予
定
を
組
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。婦
人
科
疾
患
は
、

30
代
～
50
代
と
い
う
ご
多
忙
な
年

代
の
患
者
さ
ま
が
多
い
の
で
、
身

体
的
・
経
済
的
・
時
間
的
な
負
担

が
軽
減
さ
れ
る
よ
う
に
、
診
療
内

容
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

産
科
・
婦
人
科
疾
患
に
関
わ
ら

ず
、
つ
ら
い
症
状
や
不
安
を
抱
え

る
女
性
は
、
我
慢
せ
ず
に
、
お
早

め
に
当
院
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

主
に
内
視
鏡
を
使
っ
た
低
侵
襲
な

手
術
を
積
極
的
に
採
用
し
て
お
り

ま
す
。
内
視
鏡
手
術
は
、
開
腹
手

術
と
異
な
り
、
モ
ニ
タ
ー
で
確
認

し
な
が
ら
の
治
療
と
い
う
、
高
い

技
術
を
要
す
る
も
の
で
す
が
、
当

院
に
は
、
数
多
く
の
内
視
鏡
手
術

を
行
な
っ
て
き
た
医
師
が
所
属
し

て
お
り
ま
す
。
腹
腔
鏡
や
子
宮
鏡

科
部
門
も
同
じ
で
す
。
対
象
と
な

る
患
者
さ
ま
の
年
齢
層
が
幅
広
い

た
め
、
よ
り
一
層
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生

活
の
質
）
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

治
療
方
針
を
考
え
て
お
り
ま
す
」

内
視
鏡
手
術
の
メ
リ
ッ
ト

　
（
丸
田
医
師
）「
子
宮
筋
腫
や
卵

巣
嚢
腫
な
ど
の
良
性
腫
瘍
で
は
、

女
性
の
一
生
を
サ
ポ
ー
ト

　
（
科
長
・
中
田
医
師
）「
産
婦
人

科
と
い
う
と
、
分
娩
の
イ
メ
ー
ジ

が
強
い
と
思
い
ま
す
。
当
院
の
産

科
部
門
で
は
、
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル

分
娩
な
ど
を
取
り
入
れ
、
お
一
人

お
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
サ
ポ
ー

ト
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
婦
人

　

康
心
会
汐
見
台
病
院
（
磯
子
区
汐
見
台
１
の
６
の
５
☎︎
０
４
５
・
７
６
１
・
３
５

８
１
）
の
産
婦
人
科
に
は
、
常
勤
医
３
名
、
非
常
勤
医
７
名
〈
22
年
３
月
現
在
〉
が
所

属
し
、
分
娩
か
ら
婦
人
科
疾
患
全
般
に
至
る
ま
で
、
幅
広
い
内
容
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

筋
腫
が
大
き
く
な
る
と
、
骨
盤
内

に
あ
る
膀
胱
・
直
腸
や
、
神
経
な

ど
を
圧
迫
す
る
の
で
、
頻
尿
・
便

秘
・
腰
痛
な
ど
に
悩
ま
さ
れ
る
人

も
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
症
状
は
、
筋
腫
が
で

き
る
位
置
と
深
く
関
係
し
て
い
ま

す
。
子
宮
の
内
側
に
で
き
た
場
合

は
、
筋
腫
が
小
さ
く
て
も
、
月
経

量
の
増
加
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り

ま
す
。
一
方
、
子
宮
の
外
側
に
で

き
た
場
合
は
、
筋
腫
が
大
き
く
て

も
、
自
覚
で
き
る
症
状
が
出
な
い

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

不
妊
や
流
産
の
原
因
に

　

子
宮
筋
腫
は
、
命
に
関
わ
る
病

気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
進
行
す

る
と
日
常
生
活
に
支
障
が
出
て
、

不
妊
や
流
産
の
原
因
に
な
る
リ
ス

ク
が
あ
り
ま
す
。
少
し
で
も
違
和

感
を
抱
え
て
い
る
場
合
は
、
早
め

に
専
門
の
診
療
科
（
産
婦
人
科
な

ど
）
で
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

る
原
因
は
、
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い

な
い
部
分
が
多
い
の
で
す
が
、
卵

巣
か
ら
分
泌
さ
れ
る
女
性
ホ
ル
モ

ン
に
よ
っ
て
、
腫
瘍
が
大
き
く
な

る
性
質
を
も
ち
ま
す
。
月
経
が
あ

る
女
性
に
発
症
す
る
病
気
な
の

で
、
50
歳
頃
に
な
る
と
、
ホ
ル
モ

ン
の
分
泌
の
低
下
も
あ
り
、
筋
腫

は
徐
々
に
小
さ
く
な
り
ま
す
。

子
宮
の
内
側
か
外
側
か

　

こ
の
病
気
に
よ
っ
て
、
過
多
月

経
、
過
長
月
経
、
月
経
困
難
症
、

不
正
出
血
な
ど
を
起
こ
し
、
そ
れ

が
原
因
で
、
鉄
欠
乏
性
貧
血
を
招

合
を
占
め
て
い
ま
す
。

女
性
ホ
ル
モ
ン
と
の
関
係

　

子
宮
筋
腫
は
、
子
宮
壁
を
構
成

し
て
い
る
筋
肉
に
で
き
る
良
性
の

腫
瘍
で
す
。
子
宮
筋
腫
が
発
症
す

　

成
人
女
性
特
有
の
病
気
と
し

て
、「
子
宮
筋
腫
」
と
い
う
病
気

が
あ
り
ま
す
。
30
代
か
ら
多
く
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
女
性
専
門

の
診
療
科
（「
産
婦
人
科
」
な
ど
）

で
扱
う
病
気
の
中
で
、
大
き
な
割

　

子
宮
の
病
気
は
、
女
性
特
有
の
も
の
と
し
て
、「
婦
人
科
」
や
「
産
婦
人
科
」
な

ど
で
専
門
的
に
扱
わ
れ
ま
す
。
良
性
腫
瘍
の
「
子
宮
筋
腫
」
は
、
そ
れ
ら
の
診
療

科
で
治
療
数
が
多
い
疾
患
の
一
つ
で
あ
り
、
内
視
鏡
手
術
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

年代別患者割合（グラフ）と子宮筋腫（上）

子宮筋腫子宮筋腫
子宮内膜症子宮内膜症

厚労省「患者調査（2017年）」を基にした
女性向け保険会社資料などから作成

〈子宮イメージ〉

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代
0％        10％       20％      30％      40％

漿膜下筋腫粘膜下筋腫

筋層内筋腫

しょうまくかねんまくか

きんそうない

大きくなるまで
症状が現れないことも

不正出血や不妊症
のリスクに

小さいうちは無症状で、
大きくなると
流・早産に影響も康心会汐見台病院

産婦人科 科長
中田 裕信 医師

康心会汐見台病院
産婦人科

丸田 剛徳 医師

康心会汐見台病院
産婦人科

草壁 広大 医師
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